
第 43回石川県学童軟式野球選手権大会
マク ドナル ドカップ大会
大 会 開 催 要 項

1 主     催 石川県野球協会        北国新聞社
2 共     催 石川県学童野球連盟
3 主     管 石

'1県

野球協会能美支部    能美学菫野球連霊
4 主 管 協 力 石川県野球協会白山支部    自山市学菫野球連盟
5 特 Яl 協 贅 日本マクドナルド株式会社
6 協     賛  トップインターナショナルい  共同写真企画い■都支店
7会     期 平成30年 8月 18日 (■ )、 19日 (日 )【予備日 25日 (■ )】
8 会     場 能美市根上野球場       能美市寺井野球場

能実市物見山野球場      自山市白山郷公園野球■
9 出 場 チ ー ム 能登北 (2)、 七尾 0)、 能奎中0)、 河北

“

)、 金沢

“

)、 加贅■ (4)、 加賀冑 (3)l110テーム

10 出 場 資 格 石川県野球協会学童都登録チーム
11 多 加 申 込 出場資格を得たテームは、各支部理事を通じ石川県学童野球連盟事務局へ連絡すること。

出場チームは、提出書類原本を石川県学菫野球運盟ホームページより取得し摘選会前日までに、

選手奎録栞 チーム紹介 チーム集合写真をE―mal,に て石川県学童野球違盟事務局へ提出すること.
※今年度 〈平成00年度)よ り、抽選会時の紙での書類提出は不要とします。

12摘 選 会 及 び 平成30年 8月 5日 (日 )午 前 11時 00分 〈受付開始 10時 30分 )
監督主将会議 場所 :辰口福祉会館多目的ホール  〒9231245 能美市辰口町ヌ10 'EL:076151● 511

監督主将はユニフォーム着用.

2013年度の野球規則及び競技者必携を必ず持参ください。

当日監督または主将が出席できない場合は、事前に事務局に届出し許可を得ること。

なお無断で欠席した場合|よ そのチーム及び支部に対しペナルテイーを科すことがある。
10 多  加  ■ 1チーム 20000円 (摘選会受付時に納入のこと)
14 開  会  式 ①平成30年 8月 18日 〈■)午前8時 00分開式 能彙市根上野摯嬌

当日の集合時茨1は、午前フ時30分とします。

②選手宣善は、予備抽選で1番を引いたチームの主将が行う。

③開会式はアップシューズ(ズック)を着用のこと。

④会颯到着次第各チームは大会本部で受付をし、集合写
=撮
影を済ませ、開会式まで待機すること。

⑤各チームはプラカードを持参すること。

16 大 会 規 則
【適用規則】 2018年度公認野球規貝1、 公益財団法人全日本軟式野球違盟競技者必携に定める規則および

学菫部の取決め事項を適用する。

【使 用 球 】 公益財団法人全日本軟式野球連盟公溶C号球を使用し、大会本部て用意する。
【投球制限】 投手の投球回数については、1日 7回までとする。投球数、アウトの数にかかわらず

1回とカウントする。ただし 特男1工長戦直前回を投げ切つた投手に限り9回までの投球を認める。
【ローシン】 大会本部で用意する。
【打順表提出】 打順表の提出は、第 1試合は開始予定時女1の 30分前に、第2試合以降は前の試合の4回終了時に

監督と主将が大会本部に提出し、原策と熙合ののち、球
=立
会いのうえ攻守を決定する。

打順表は大会本部所定のものを使用し、5都提出するものとする。 (1部返却)

【試合規則】 ①試合は7回戦とし、5回終了をもって正式試合とする。得点差によるコールドゲームは、
5回以降7点差とする。ただし、決勝職には適用しない。

②日没暗黒および天候によるコールドゲームは、6回終了後は正式試合とし、それ以前の場合は

審判員、大会本部が協議し決定する。

③正式試合成立後、減合開始より1時間45分を経過した場合、新しいイニングに入らない.

④フ回終了時または時F.|による最終回終了時で同点の場合は、後記の特Яl延長戦により 勝敗を決する。
⑤ダックアウトに入れる人数は、選手20名のはか テーム責任者 (弓 I率責任者)1名 .スコアラー 1名
ユニフォームを着用した監督 (30番 )、 コーチ (29番、28番 )とする。

なお、選手0背番号は0～ 99番とし、主将は10番をつけること。

監督 コーチおよび選手は同意匠のIE子 ユニフォームを着用すること。
ストレートタイプのズボンは榮止する。 〈違反者はベンテスリから除きます。)

チーム責任者 (弓 率責任者) スコアラーはユニフォームを■月してはいけない. にし自チームの|1手着用の事 )
(夏の■い時期●大会のら、選手へのぬ水● 熟■症予防対策として 上●以外にお世話係り2名のベンチ入りを■可する。



チームヘは ,願表提出時に2名分のSTAFF用 ストラップを建すので着用.試合終了後は本部へ返却願います。)

⑥用具は、公益財団法人全日本軟式野球連盟公認の用具を使用すること。

②打者、次打者、走者、ランナーコーテはもちろん、パットボーイ.ボールボーイなど

試合●にグラウンドに入る選手はベルメットを着用すること。

③喘手 〈予備捕手も合む)は、ヘルメット、マスク、レガース プロテクター ファウルカップを
着用すること。

③楽振り用鉄パイプ.バットリングの球場内持込み 使用を禁止する。
選手が手首にサポーター リストバンドを着用することを禁上する。
なお、負傷事により手首に包帯年を巻く必要がある場合は、大会本部の承認が必要である。

⑩シートノックは5分間とする。ただし大会運営上シートノックを行わないこともある。

この場合、攻

'決
定時に通知する。

①監督及び当該選手に限り抗議することが絆される。

幅 督に限り、グラウンドに出て指示することができる。

⑬監督が同一イニングに同一投手のところべ2度目に行くか、行つたとみなされた場合

〈伝令を使うか 捕手または他の野手に指示を与えて直接投手のところへ行かせた場合)
は、投手は自動的に交代しなければならない。

OIn手 または内野手力て、 1試合に投手のところへ行ける回数を3回以内とする。
なお、特別延長職となつた場合は、2イニングスに1回行くことができる。

野手(捕手を含む)が,手の所へ行つた場合 そこに監督が行けば、双方1回と数える。
ただし投手交代の場合は、上記の回数には含まない。

⑮試合中ファウルグラウンドでウオームアップを行う場合、1組について認める。

【ブルペン使用,  ①次の試合のパッテリーが、競技場内のブルペンを使用することは自動的に許されない。

②ブルベンの使用は、政守決定後自チームが入る予定のベンチを占有しているチームの監督に絆可を

得たうえて 先発′ヽッテリー 1組に限り使用することができる。
③ブルペンの捕手は、マスク プロテクター レガース ベルメット ファウルカップを着用すること。

【特男I延長戦】 ①継続打1面で 前回の最終打者を1墨走者、2二  0二の走者は順次前の打者とする.
すなわち、無死満塁の状態にして1イ ニングを行い得点の多いチームを勝ちとする。

勝敗が決しない場合は、さらに継織打順てこれを繰り返す。

②通常の延長戦と同様に規則によって認められる選手の交代は許される。

③特別延長戦2イ ニングを完了しても決着がつかないときは、柚選で勝敗を決する。

(決勝戦は両者優勝とする。)

(摘 理方法】 ①審判員および試合終了時に出場していた両チームのメンバーが、終了あいさつの状態に整列する。
②抽選用紙に0印、X印各9枚ld入 したものを封簡に入れる。

③球審が18枚の封綺を持ち、先攻チームより1枚ずつ交互に選ばせる。

④2人の審判員が両テームの監督立会のもとに開封し、0印の多いテームを構選勝ちとする。

16 そ  の  他 ①風合にあたり、指導者 父兄は紳士的にふるまうこと。
②応授席での喫煙 飲酒は厳禁とする。 (携帯灰皿も不可)発見した場合は退場させる。
喫煙は、競技場において決められた場所て 行うこと。
Ot援は嗚り物 (笛、鐘、大餃、メガホン、ペットボトル うちわ等)の使用を楽止する。
④応援については、マナーを守つて行うこと。野次 鷺声は楽止する。
⑤応援席の掃除、整備は使用したテームカt責任をもって行うこと。

⑥その日の第1●合に出場のチームは、外野に限り練習に使用してもよい。その際アップ用の

服装 (同一が望ましい)でもよいが、打順表の提出時には全員ユニフォームに着替えること。

第2試合以降のテームは、試合開始予定時刻に関條なく、前の試合が終了次第シートノックを

行うので、終了あいさつ終了後直ちにグラウンドに入り 外野側のベンチ検に用具を置き
キヤッチボールを行う。

⑦球場内でのフリーバッティングは豪止する。

③第2試合以降は、試合開始予定時刻前でも、前の試合が終了した後20分を目安に

次の試合を開始する。

◎組み合わせ表にある試合開始時亥1はあくまでも予定であり、第2●合以降のテームは

試合開始予定時刻の 1時間前に集合し、大会本部に到着を届けること。

⑩試合開始時刻になつても会場に到着しないテームは、原則として棄権とみなす。


